
や
ら
れ
つ
い
で
本
年
は
藤
田
光
肇
師
が
異
宗
及
び
滞
土
宗

研
究
の
縛
め
宗
教
大
事
に
三
ヶ
年
間
情
撃
を
命
守
ら
れ
た

’H7
 

向
第
九
回
（
十
年
三
月
）
卒
業
生
左
の
如
し

高

等

部

荒

木

純
川

口

智

工

藤

栄

深

津

義

岡

観
和

田

諦

森

泰

堀

内

泰

戸

田

周

太

田

純

竹

内

性

井

上

龍

中
等
部

H年II}]志 妙 鑑 遵 梯 修 雅 昭随明

曲
学
校
職
員
及
び
受
持
率
科

受
持
曲
学
科

院

長
数

頭

準

監
宗
菜
、
除
乗
、
倫
現
、

宗
乗
、
台
乗
漢
文
串

山
川
乗
除
乗
国
文
争

台
乗
地
理
歴
史

物
理
‘
博
物
、

鈴
乗
、
岡
語
、
作
文
、

哲
皐
、
英
語
、

宗

乗

数
皐
化
皐

漢
文
、
地
問

伶
乗
歴
史

伶

乗

地
下
持
委
け
は

脇鈴 t~t 服堀望宇高水高速韓関加開小

月田水野 i輔 藤口本茂本泉氏

ー一 川
問先水害 寛錬友湖数是龍龍韻語日

名
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．4
和

泉
坂
一

一諦一

m山

等
軍
皆

瞥本
率
年
各
向
学
級
h
1

監
及
ぴ
正
副
級
長

高
等
部
コ
一
年
級

高
等
部
二
年
級

高
等
部
一
年
級

諜
習
科

中
等
部
五
年
続

中
等
部
四
年
絞

同同絞
長

深結註
深城

義瑞能
雅光皐

嗣
本
致
頭

亀

日

教

授

絞

長

安

藤

恭

苦

一

級

長

下

回

光

泉

遠
藤
数
十
1

一

副

長

渡

遺

泰

深

リ

敬

一

絞

長

高

山

惑

忍

字

国

｛｝

持

｝

副

長

間

宮

税

臆

高
木
教
授
蔽
版
刷
…
削
諒
一

一
村
松
長
秋
山
清
吾

服
部
教
授
一
副
長
望
月
如
H
善

大
正
十
年
度
の
授
業
成
績
は
乗
ね
て
よ
り
の
報
恩
大
法
要

で
頗
る
打
撃
を
受
け
た
が
能
明
一
致
最
大
の
努
カ
を
傾
住

し
て
従
来
の
好
果
を
獲
得
サ
ん
と
の
意
気
込
み
で
勉
撃
し

っ、あ
b

中
等
部
三
年
叡

中
等
部
二
年
絞

中
等
部
一
年

又
昨
年
来
的
学
生
の
希
望
k
b
し
蓮
動
場
寄
宿
舎
設
置
の
事

に
就
て
は
近
々
其
の
貫
現
を
見
る
で
あ
ら
う
、
運
動
場
の

如
3
は
院
に
貫
測
も
終
り
着
手
す
る
の
み

E
な
り
、
寄
宿

合
は
山
規
の
定
む
る
咋
今
年
十
一
月
の
常
置
曾
に
営
局
の

早
．
案
建
議
案

t
し
て
通
過
す
る
事
を
期
待
し
て
居
る
何
れ

に
し
て
も
来
皐
年
度
迄
に
は
内
部
の
改
革
即
ち
特
典
待
遇

外
部
の
設
備
も
充
賞
す
る
で
あ
ら
う
し
従
っ
て
皐
生
の
増

員
等
も
順
次
行
は
れ
且
っ
て
希
望
せ
し
阜
師
修
師
の
御
意

志
も
貫
現
さ
れ
る

t
欣
快
置
く
能
は
ざ
る
所
で
あ
ろ

狛
柚
原
告
し
て
ゐ
る
組
山
同
志
曾
も
役
員
の
詮
考
も
あ
っ
て

着
々
進
捗
し
て
居
る
然
し
名
簿
作
製
に
於
て
最
も
困
難
を

戚
や
る
の
は
明
治
九
年
頃
か
ら
朋
治
三
十
年
頃
に
至
る
聞

の
在
籍
者
で
名
前
濁
や
住
所
の
不
明
が
多
言
、
事
で
あ
る
、

若
し
某
の
営
時
の
方
々
で
御
気
付
与
d

に
な
っ
た
ら
恐
縮
乍

ら
一
報
を
初
望
し
て
止
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
つ
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